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健診における看護婦の役割を考える
総合健診センター　　○小島千代子　関口　竹村　福元
1．はじめに
　東京医科大学病院健診センターが設立され、13年目
に入りました。平成8年5月には、病院隣のアイラン
ドタワーの一角に移設し、一日平均50名が健診を受診
されています。
　健診というのは、約30年前に日本で始められ、欧米
にはない独特な医療システムです。　“成人病の早期発
見、早期治療”という考えから、厚生省も最近になり、
成人病という言葉の代わりに“生活習慣病”という呼
称を提案しています。医学が進む中、予防医学の分野
も注目され、社会的にも健康に対する知識や関心も高
まっています。
　健診という特殊な医療現場の中で、看護婦の役割は
どのようなことか、何を求められているのか、今まで
のデータや身近かな受診者の声をまとめましたのでこ
こに報告します。
成9年4月1日～9月30日の6ケ月の資料から、次の
ような結果を得ました。
　①　6ケ月の受診者数（表1参照）
　②全受診者年代別比率（図1参照）
　③男性、女性別年代別比率（図2・3参照）
　④現病歴有りの受診者数（表2参照）
　⑤全現病歴年代別比率（図4参照）
　⑥　男性、女性別現病歴年代別比率（図5・6参照）
　⑦男性、女性別治療中の病気（表3・4参照）
表1　受診者数（97年4月1日～9月30日）
年齢 男性 女性 合計
2．健診の現在の看護婦業務について
　　8’　　～　ミーティング、採血準備
　　8’05　～　採血開始
　　8／30～　生理機能、X線検査誘導開始
　　9’　　～　採血終了
　　　　　　　診察指導、婦人科健診準備
　　11／40　～　検査終了後、昼休み
　　12’40～　婦人科健診、介助
　　13’　　～　骨密度検査案内
　　　　　　　診察指導開始、介助
　　15／30　～　診察終了
　　16　　～　明日の準備
　健診の看護婦は4名、助手1名です。夜勤や管理者
業務のため、看護婦3名、助手1名が通常です。午前
中は、採血後、検査誘導に2名、診察指導、婦人科健
診準備等を行う看護婦が1名、助手となります。午後
は、診察結果を含め、診察指導を4ケ所で行い、診察
介助を行います。
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表2　現病歴有りの受診者数（97年4月1日～9月30日）
年齢 男性 女性 合計
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3．受診者の動向
当健診センターの受診者の動向を把握するために平
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表3　治療中の病気（1人複数回答・11位以下省略）
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表4　治療中の病気（1人複数回答・11位以下省略）
順　位 部　位 男　性 順　位 部　位 女性
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歯（歯槽膿漏・義歯・他）
　　　血　　　圧
　　　皮膚病
　　　痛　　　風
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　　胃・十二手旨腸潰瘍
　　　高脂血症
　　　糖尿病
　　　心　　　臓
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　半年間で5，194名が受診し、男性2，933名（全体の
56．5％）女14k　2，261名（全体の43．5％）でした。男性
は40代が33％、女性は50代が33％を占め、全受診者の
6割は、40～50代の人です。現病歴は、2，010名（全体
の38．7％）、男性1，151名（全体の39．2％）、女性
859名（全体の38％）という結果でした。年代別では、
30代以下は全体の9％とかなり少なく、40代で治療中
の人が多いことがわかります。治療中の病気別でみる
と、生活習慣病といわれている血圧、高脂血症は、男
性・女性とも多く、男性では、痛風、糖尿病も上位を
占め、胃、十二指腸潰瘍が多いのも特徴です。全受診
者の6割を占めている40～50代から症状として現れる、
男性でいえば、前立腺疾患、女性では、骨粗懸症、そ
れに伴う骨疾患や婦入質生殖器もみられるのも特徴で
す。現在、オプション検査として男性は、前立腺検査、
女性は、婦人科健診、骨密度検査は、以前は女性だけ
が対象でしたが、食生活の変化やマスコミ等に取り上
げられ、男性からの希望も増え、男女共通の検査とし
て行っています。
4．受診者へのアンケート調査
　受診者が、健診をどのように考えているのかを知る
ためにアンケートを実施しました。
　　平成9年11月17日～11月28日（9日間）
　　　受診者数418名中392名回答、回答率94％
◆経過観察や治療中はありますか
　　　　　は　い　　　　138人　　35％
　　　　　いいえ　　　　234人　　60％
　　　　　無回答　　　　　20人　　5％
◆どちらの医院・病院に通院されていますか。
　　　　近所のかかりつけ医院・病院
大学病院
会社の診療所
通院していない
その他
無回答
61人
42人
12人
10人
12人
1人
449060
30go6，
9　IOP6
7　9060
9　9060
1　％o
◆体や健康に関して気をつけていることはありますか
は　い
いいえ
無回答
251人　　64％
122人　　31％
18人　　5％
◆健診は、あなたにとってどのような意味があります
　か
　　　　自分の健康を確認する
　　　　　　　　　　　　296人　　75％
　　　　生活習慣の指導、アドバイスをしてもらう
　　　　　　　　　　　　53人　　14％
　　　　身体に不安があり、調べるため
　　　　　　　　　　　　38人　　10％
　　　　特になし　　　　5人　　1％
　　　　無回答　　　　　2人　　0％
　平成9年4月1日～9月30日の受診者総計とほぼ同
様に35％が、治療中で病院に通院している結果でした。
近医でかかりつけ医院・病院は44％、大学病院へとい
う人は30％、会社の診療所という人は9％でした。そ
の他を含めますと約9割の人は通院していることにな
ります。又、体や健康に関しての関心事も高く64％の
人が、食事を控えるようにしたり、運動を取り入れた
り、特に男性は、アルコールを控えたり、禁煙・節煙
など実施という人もいました。受診者にとって、健診
はどのような意味をもっているかという質問には自分
は健康かどうか確認するという人は75％と大半を占め
ました。
5．考　察
　昭和23年保健婦助産婦看護婦法号5条で看護婦の行
う看護の対象者は、　「疾病者と褥婦」と限定されてい
ますが、日本看護協会が1973年に示した看護の定義に
は、　「健康のあらゆるレベルにおいて個人が健康的に
日常生活ができるように援助すること」としています。
資料やアンケートの結果で6割強の人が特に治療を受
けてない人です。その人々の健康を確認する場として、
健診はとても重要な役割だと思います。又、そのよう
な人々が、かかりっけもなく、何か疑問や不安を感じ
た時に相談できる場でなければいけないのではないか
と思います。受診者は、年一回、はやくて半年に一回
しか利用することなく、一日の検査、診察でその人の
全体像、ライフスタイルを把握しなければなりません。
その日の検査結果の説明、診察指導ももちろん重要で
すが、次の健診を受診するまでに生活習慣を改善して
もらうためのアフターケアも重要ではないかと思いま
す。
一　150　一
6．健診における今後の展望
　アンケートの中に「検査結果はわかったが、どうし
たらよいかわからない」という意見がありました。
医師からの5分前後の説明で、今後の注意事項を理解
し、納得するまでには、至らない事も少なくありませ
ん。又、多忙な中での健診のため、受診者の中には、
午前中の検査で帰宅する人もいます。その場合は、後
日、医師からのコメント用紙を自らで解釈しなければ
なりません。このような受診者のためにも、今後の展
望として、次の3項目を実施したいと考えています。
　　1．看護婦による、生活指導
　　2．看護婦による、電話相談の開設
　　3．再、精検の必要な人のアフターケア
了．おわりに
　看護婦として、受診者が安全に快適に健診を受ける
ために環境を整えることや診察介助を行うことも重要
ですが、健診後に再・精検の指示があった時の不安な
気持ちは計りしれないものです。私達は、このアフタ
ーケアをしていく事も重要ではないかと思います。又、
健康者だからこそ、医師とともに看護婦からの生活指
導が必要と感じました。受診者の中には親切で対応が
よかったとうれしい言葉もありましたが、これに満足
してはいけないと思います。今後の展望に向けて、
医師や他のスタッフの協力、時間的問題、業務整理等
々多くの問題もありますが、受診者が満足してもらう
たあにも、一つずつクリアーしていき、実践していき
たいと思います。
　最後に、アンケートに調査にご協力して頂いた方々
に感謝致します。
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